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田で作る高糖度のさつま芋を使った乳菓（饅頭）、フィナンシェ、羊羹の開発・製造・販売

 連携体

さんわ農夢㈱は、「田で作るさつま芋」をこれまでの熟成ノウハウをもとに、㈱かわよしの求める糖度に熟成させ、ペース
ト化し、供給する。
㈱かわよしは、高糖度に熟成させたさつま芋のペーストを活用し、砂糖の使用を抑えた60日以上賞味期間があるスイー

ツの開発と販売を行う。具体的には、畑ではなく「田で作るさつま芋」という高糖度のさつま芋「弘法の恵」・「夢の芋」を使
用する希少性と、砂糖の使用を抑え、賞味期限が長いという強みをもった商品を開発し、全国のこだわりの富裕層に向け
て百貨店、専門店ルートでの販路を確立することを目指している。

 連携による効果

 代表企業等の連絡先

農林漁業者 4年で600万円の売上高増加、安定的な収益確保による経営安定

中小企業者 4年で2,500万円の売上高増加、収益性の改善

企 業 等 名 ：
Ｔ Ｅ Ｌ ：
E - m a i l ：

株式会社かわよし
087-814-3115
kaniwashi725＠yahoo.co.jp

所 在 地 ：
Ｆ Ａ Ｘ ：
ﾎｰﾑﾍ ﾟｰｼ ﾞ ：

香川県高松市高松町2310-4
087-814-3116
http://www.kaniwashi.jp

さつま芋の生産量増加による売上の増加により、安定的な収益確保が図られるなど、経営の安定化が期待される。

田で作る高糖度のさつま芋を使うことで、砂糖の使用量を抑え、日持ちのする高級スイーツ（乳菓（饅頭）、フィナンシェ、羊羹）の開発・

製造・販売を行う。

 連携に当たっての課題や工夫等

③新たな作目や品種の特徴を活かした需要拡大

 連携の経緯

中小企業者 (株)かわよし（法人番号 9470001006008）（食料品製造業）
菓子の製造ノウハウ、既存設備、販売店への流通ルートを活用し、さつま芋を使った菓子の開発と製造、販売を行う。

さんわ農夢(株)（法人番号 5470001012892）（農業）農林漁業者

田で作る高糖度のさつま芋を栽培し、(株)かわよしの求める糖度に熟成させ、ペースト化したさつま芋の供給を行う。

菓子類の開発・販売により、売上の増加と収益性の改善が期待される。

三宅製餡(株)（法人番号 3120001018984）（食料品製造業）
餡の製造技術・設備を活用し、（株）かわよしから受託した乳菓（饅頭）用餡の製造を行う。

連携参加者

羊羹の製造技術・設備を活用し、（株）かわよしから受託した羊羹の製造を行う。

連携参加者 (株)石田老舗（法人番号 6130001009971）(食料品製造業)

サポート機関等 (独)中小企業基盤整備機構四国本部

(株)かわよしは、生菓子や焼菓子の開発・製造・販売を行ってきたが、他社との競争力に乏しいことや、取引先から日持
ちのする特徴のある商品の要望があり、長期保存が可能で地域の特色を活かした新商品の開発を検討していた。
さんわ農夢㈱は、田をさつま芋栽培に適するよう独自に開発した土壌改良材を使用し、熟成させると糖度が約35度にな

る高品質で栄養豊富なさつま芋を栽培しており、取引先の評価も良好である。今後、地域内での生産量の増加が見込ま
れ、販路拡大が必要となっていることに加え、田で作るさつま芋「弘法の恵」・「夢の芋」の認知度向上が課題となっていた。
そこで、これらの課題を有する各者が、それぞれの経営資源を持ち寄って連携し、本事業に取り組むこととなった。

連
携
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・自社店舗・Webショップ

・百貨店 等

【代表者】

菓子類の商品レシピ開発・製造ノウハウ、
製造設備・技術、販路

(株)かわよし
（香川県高松市）

商品開発、製造、販売

メグミフーズ(株)

さつま芋のペースト化

【連携参加者】
三宅製餡(株)

乳菓（饅頭）用餡の製造

さつま芋の栽培、熟成ノウハウ・設備、
保存技術、耕作地370a

さんわ農夢(株)
（香川県三豊市）

さつま芋ペーストの安定供給

【共同申請者】

さつま芋ペーストの供給・加工 さつま芋供給・加工

㈱さんわ農夢
サツマイモ農場

㈱かわよし（高松町店舗）

ペーストの製造技術・設備を活用し、さんわ農夢（株）から受託したさつま芋のペースト化を行う。

連携参加者 メグミフーズ(株)（法人番号 8480001006692）(食料品製造業)

(株)石田老舗

羊羹の製造


